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28 年 3 月. 12699 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 28 年 1 月～3 月).鹿児島県,平成

28 年 7 月. 12700 

平成 28 年度川内原子力発電所周辺環境放射線調査計画.鹿児島県. 12701 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 28 年 4 月～6 月).鹿児島県,平成

28 年 10 月. 12702 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 28 年 7 月～9 月).鹿児島県,平成

29 年 1 月. 12703 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成28年 10月～12月).鹿児島県,平成

29 年 3 月. 12704 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 29 年 1 月～3 月).鹿児島県,平成

29 年 7 月. 12705 

平成 29 年度川内原子力発電所周辺環境放射線調査計画.鹿児島県. 12706 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 29 年 4 月～6 月).鹿児島県,平成

29 年 10 月. 12707 

しまねの原子力 2015.島根県,平成 27 年 3 月. 12708 

しまねの原子力 2016.島根県,平成 28 年 3 月. 12709 
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しまねの原子力 2017.島根県,平成 29 年 3 月. 12710 

知っておきたい『放射線の単位と数字』.島根県防災部原子力安全対策課,平成 29 年 3 月. 

12711 

平成 27 年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画.愛媛県. 12712 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 27 年度 第 1・四半期).愛媛県,平成 27

年 11 月. 12713 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 27 年度 第 2・四半期).愛媛県,平成 28

年 1 月. 12714 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 27 年度 第 3・四半期).愛媛県,平成 28

年 3 月. 12715 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 27 年度 第 4・四半期).愛媛県,平成 28

年 7 月. 12716 

平成 28 年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画.愛媛県. 12717 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 28 年度 第 1・四半期).愛媛県,平成 28

年 11 月. 12718 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 28 年度 第 2・四半期).愛媛県,平成 29

年 1 月. 12719 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 28 年度 第 3・四半期).愛媛県,平成 29

年 3 月. 12720 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 28 年度 第 4・四半期).愛媛県,平成 29

年 7 月. 12721 

平成 29 年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画.愛媛県. 12722 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 29 年度 第 1・四半期).愛媛県,平成 29

年 10 月. 12723 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 29 年度 第 2・四半期).愛媛県,平成 29

年 12 月. 12724 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 27 年 4 月～平成 27 年 6 月

No.166.静岡県環境放射能測定技術会,平成 27 年 9 月. 12725 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 27 年 7 月～平成 27 年 9 月

No.167.静岡県環境放射能測定技術会,平成 27 年 11 月. 12726 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 27 年 10 月～平成 27 年 12 月 

No.168.静岡県環境放射能測定技術会,平成 28 年 2 月. 12727 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 28 年 4 月～平成 28 年 6 月

No.170.静岡県環境放射能測定技術会,平成 28 年 9 月. 12728 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 28 年 7 月～平成 28 年 9 月

No.171.静岡県環境放射能測定技術会,平成 28 年 11 月. 12729 
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浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 28 年 10 月～平成 28 年 12 月 

No.172.静岡県環境放射能測定技術会,平成 29 年 2 月. 12730 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 29 年 4 月～平成 29 年 6 月

No.174.静岡県環境放射能測定技術会,平成 29 年 9 月. 12731 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 29 年度 第 3・四半期).愛媛県,平成 30

年 3 月. 12732 

女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 平成29年度 第3四半期37(3).宮城県,

平成 30 年 3 月. 12733 

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 平成 29 年度 第 3・四半期.島根県. 12734 

沖縄電力三十年史.沖縄電力株式会,平成 15 年 3 月. 12735 

Barnacles: Recent progress in biology and antifouling. Nova Science Pub Inc,平成

30 年 6 月. 12761 

2018 宮城県の原子力行政.宮城県,平成 30 年 3 月. 12736 

平成 29 年度ホシザキグリーン財団 環境修復プロジェクト報告書.公益財団法人 ホシザキ

グリーン財団,平成 30 年 3 月. 12737 

第 37 回全国豊かな海づくり大会 実績報告書 福岡大会.第 37 回豊かな海づくり大会福岡

県実行委員会,平成 30 年 3 月. 12738 

えひめ愛南お魚図鑑.創風社出版,平成 22 年 3 月. 12739 

しまねの原子力 2018.島根県,平成 30 年 3 月. 12740 

袖ヶ浦火力温排水によるのり養殖への影響査定調査報告書.株式会社ケー・シー・エス,昭

和 56 年 3 月. 12741 

平成 30 年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画.愛媛県. 12742 

海洋白書 2018 海洋をめぐる世界と日本の取組み.(公財)笹川平和財団海洋政策研究所,平

成 30 年 3 月. 12743 

平成 29 年度資源管理計画等普及講習会 資料.全国漁業協同組合連合会 財政部,平成 30 年

1 月. 12744 

平成 29 年度資源管理指針等高度化推進事業 資源管理等取組事例調査報告書.全国漁業協

同組合連合会,平成 30 年 3 月. 12745 

Biogeochemical processes in the North Pacific. Japan Marine Science Foundation,

平成 9年. 12746 

第 51 回原産年次大会 2018 .(一社)日本原子力産業協会,平成 30 年. 12747 

平成 29 年度志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 第 2 報(夏季).石川県,平成 30

年 3 月. 12748 

平成 30 年度志賀原子力発電所温排水影響調査年度計画.石川県. 12749 

平成 29 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 第 3 報 平成 29 年 10 月～

12 月分.石川県,平成 30 年 3 月. 12750 
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平成 30 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画.石川県. 12751 

平成 30 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画.北陸電力(株). 12752 

きのこの教え.千葉県博図公連携事業実行委員会 千葉県立中央博物館,平成 30 年 3 月. 

12753 

東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 29 年度 第 3四半期報.青森県農林水産

部水産局水産振興課,平成 30 年 5 月. 12754 

原子力施設環境放射線調査報告書 平成 29 年度 第 3 四半期報.青森県,平成 30 年 5 月. 

12755 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成29年 10月～12月).鹿児島県,平成

30 年 3 月. 12756 

平成 30 年度川内原子力発電所周辺環境放射線調査計画.鹿児島県. 12757 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 29 年 10 月～平成 29 年 12 月 

No.176.静岡県環境放射能測定技術会,平成 30 年 2 月. 12758 

第 38 回公益財団法人日本水環境学会通常総会.日本水環境学会,平成 30 年 6 月. 12759 

平成 29 年度版化学物質と環境.環境省環境保健部環境安全課,平成 30 年 3 月. 12760 

Energy technology perspectives 2017 Catalysing energy technology 

transformations.International Energy Agency,Paris,平成 29 年. 12762 

平成 29 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 4 四半期(1 月～3

月)(柏崎)Ｈ300103.新潟県 東京電力ホールディングス株式会社,平成 30 年 5 月. 

12763 

平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書.新潟県,平成 30 年

3 月. 12764 

平成 28 年度海洋水産資源開発事業報告書:いか釣 日本周辺海域 報告書番号 28 年度№4.

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 30 年 2 月. 12765 

平成 28 年度海洋水産資源開発事業報告書:いか釣 北太平洋南西部海域 報告書番号 28 年

度№5.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 30 年 3 月. 

12766 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 29 年度 第 4・四半期).愛媛県,平成 30

年 6 月. 12767 

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書(平成 29 年度 第 4 四半期).北海道,平成 30 年 6

月. 12768 

泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書(平成 29 年度 第 4 四半期).北海道,平成 30 年 6

月. 12769 

平成 29 年度志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 第 3 報(秋季).石川県,平成 30

年 7 月. 12770 

平成 29 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 第 4 報 平成 30 年 1 月～3
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月分.石川県,平成 30 年 7 月. 12771 

島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 平成 29 年度 第 4・四半期.島根県. 12772 

平成 26 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農

林水産省農林水産技術会議事務局,平成 29 年 1 月. 12773 

平成 26 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産省農林水産技術会

議事務局,平成 28 年 3 月. 12774 

平成 27 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A 農業関係 B 畜産関係 C 水産関係.農

林水産省農林水産技術会議事務局.平成 30 年 3 月. 12775 

平成 27 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産省農林水産技術会

議事務局,平成 30 年 3 月. 12776 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 30 年 1 月～3 月).鹿児島県,平成

30 年 7 月. 12777 

平成 29 年度泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書.北海道,平成 30 年 7 月. 12778 

平成 29 年度泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書.北海道,平成 30 年 7 月. 12779 

平成 28 年度海洋水産資源開発事業報告書:遠洋まぐろはえなわ 太平洋中・東部海域報告

書番号 28 年度№1.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 30

年 3 月. 12780 

平成 28 年度海洋水産資源開発事業報告書：近海かつお釣 九州周辺～三陸沖周辺海域報告

書番号 28 年度№7.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 30

年 3 月. 12781 

第 918 回日本生化学会大会 プログラム集.公益社団法人 日本生化学会,平成 30 年 8 月. 

12782 

女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 平成29年度 第4四半期37(4).宮城県,

平成 30 年 8 月. 12783 

平成 29 年度島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果.島根県,平成 30 年 8 月. 12784 

東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 平成 29 年度 第 4四半期報.青森県農林水産

部水産局水産振興課,平成 30 年 8 月. 12785 

平成 29 年度東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 年報.青森県農林水産部水産局

水産振興課,平成 30 年 8 月. 12786 

原子力施設環境放射線調査報告書 平成 29 年度 第 4 四半期報.青森県原子力センター,平

成 30 年 8 月. 12787 

平成 29 年度原子力施設環境放射線調査報告書 年報.青森県,平成 30 年 8 月. 12788 

カメラトラップによる野生生物調査入門 ―調査設計と統計解析―.東海大学出版部,平成

30 年 9 月. 12797 

環境放射線監視季報 第 182 報(平成 29 年度第 3 四半期)第 183 報(平成 29 年度第 4 四半

期)放監季 3/4.茨城県東海地区環境放射線監視委員会. 12789 
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Carbon Capture. The MIT Press Essential Knowledge Series,平成 30 年 9 月. 12801 

海鳥のモニタリング調査法 生態学フィールド調査法シリーズ 7.共立出版,平成28年6月. 

12794 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月

No.177.静岡県環境放射能測定技術会,平成 30 年 6 月. 12790 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(季報)(平成30年 1月～3月).佐賀県,

平成 30 年 9 月. 12791 

平成 29 年度玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(年報).佐賀県,平成 30 年

9 月. 12792 

水産用水基準 第 8版.日本水産資源保護協会,平成 30 年 8 月. 12798 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 30 年度 第 1・四半期).愛媛県,平成 30

年 9 月. 12793 

電力開発計画新鑑 平成 30 年度版.日刊電気通信社,平成 30 年 9 月. 12795 

平成 29 年度イカ類漁場開発調査資料第 43 号及び外洋性イカ（スルメイカ・アカイカ）に

関する基礎資料集 Vol.43.(地独)青森県産業技術センター水産総合研究所,平成 30 年

7 月. 12796 

平成 29 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果報告書.新潟県 東京電力

ホールディングス株式会社,平成 30 年 9 月. 12799 

平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 1 四半期(4 月～6

月)(柏崎)Ｈ300406.新潟県 東京電力ホールディングス株式会社,平成 30 年 8 月. 

12800 

J-POWER グループ アニュアル・レポ-ト 2018 Environment Social Governance Finance.

電源開発株式会社,平成 30 年 9 月.12802 

平成 31 年 潮汐表 日本及び付近 書誌 第 781 号.海上保安庁,平成 30 年 2 月. 12806 

放射能調査報告書 平成 29 年調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 30 年 8 月. 12803 

平成 27 年度海洋水産資源開発事業報告書：沖合底びき網漁業(かけまわし)省人・省力型揚

網システム開発調査 報告書番号 27 年度№6.国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

開発調査センター,平成 30 年 7 月. 12804 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成 29 年度年報(2017) FERC 第 50 巻 5 号.福井県環

境放射能測定技術会議,平成 30 年 10 月. 12805 

新版標準土色帖.富士平工業,平成 10 年 11 月. 12807 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(季報)(平成30年 4月～6月).佐賀県,

平成 30 年 10 月. 12808 

泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書(平成 30 年度 第 1 四半期).北海道,平成 30 年 9

月. 12809 

泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書(平成 30 年度 第 1 四半期).北海道,平成 30 年 9
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